音楽を聴く津田左右吉-- 「音楽俗話」周辺管見-- by 中西 裕 & 昭和女子大学文化創造学科
音
楽
を
聴
く
津
田
左
右
吉
中
西
裕
一
津
田
左
右
吉
に
、
西
洋
古
典
音
楽
を
語
っ
た
文
章
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
音
楽
俗
話
」
と
題
さ
れ
、
「
昏
生
」
の
筆
名
で
、
雑
誌
『
を
ん
な
』
お
よ
び
そ
の
改
題
誌
『
な
で
し
こ
』
に
、
明
治
三
八
年
八
月
か
ら
三
九
年
八
月
ま
で
、
十
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た １
。
津
田
は
当
時
三
一
、
二
歳
、
明
治
三
三
年
か
ら
私
立
独
逸
学
協
会
中
学
校
に
勤
務
し
て
お
り
、
高
等
女
子
実
脩
学
校
や
早
稲
田
大
学
清
国
留
学
生
部
予
科
で
も
教
鞭
を
と
っ
て
い
た ２
。
西
洋
古
典
音
楽
が
ま
だ
日
本
に
根
付
い
た
と
は
言
え
な
い
時
代
に
、
紹
介
の
た
め
婦
人
雑
誌
の
読
者
を
対
象
と
し
て
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
内
容
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
、
一
回
目
の
「
管
絃
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
組
織
」
で
は
、
「
真
に
其
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
は
ふ
に
は
幾
分
か
音
楽
に
就
い
て
の
知
識
が
必
要
で
あ
ら
う
」、「
と
こ
ろ
が
世
間
に
か
う
い
ふ
類
の
著
述
な
ど
が
殆
ど
無
い
の
は
頗
る
遺
憾
の
次
第 ３
」
だ
と
し
て
、
ま
ず
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
を
ま
と
め
て
い
る
。
使
わ
れ
る
楽
器
を
紹
介
し
、
指
揮
者
の
役
割
な
ど
に
も
触
れ
る ４
。
二
回
目
の
「
歌
劇
オ
ペ
ラ」
は
、「
一
昨
年
で
あ
つ
た
か
」、
音
楽
学
校
の
「
楽
堂
」
で
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
を
試
験
的
に
演
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ま
だ
物
足
ら
ぬ
状
態
だ
と
嘆
い
て
み
せ
、
オ
ペ
ラ
の
歴
史
や
構
成
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
レ
シ
タ
チ
イ
フ
セ
コ
」
と
「
レ
シ
タ
チ
イ
フ
ス
ト
レ
メ
ン
タ
ト
」
の
違
い
と
い
っ
た
、
相
当
に
専
門
的
な
区
別
に
触
れ
る
か
と
思
う
と
、
オ
ペ
ラ
の
種
類
分
け
と
し
て
「
オ
ペ
ラ
ブ
ウ
フ
ァ
と
い
ふ
の
が
コ
メ
デ
ィ
で
、
オ
ペ
ラ
セ
ミ
セ
リ
ア
と
い
ふ
の
が
先
づ
ト
ラ
ヂ
ェ
デ
ィ
に
当
る ５
」
と
書
い
た
り
も
し
て
い
る ６
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
扱
っ
た
四
回
目
は
「
ワ
グ
ネ
ル
の
楽
劇
ミ
ユ
ウ
ジ
ツ
ク
ド
ラ
マ」
と
題
し
て
、
「
和
蘭
の
漂
泊
児
デ
ル
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
ホ
ル
レ
ン
デ
ル
」
や
「
ヌ
ウ
ル
ン
ベ
ル
ヒ
の
騒
客
」
を
含
む
諸
作
を
挙
げ
た
う
え
で
、「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
と
「
ロ
オ
ヘ
ン
グ
リ
ン
」
の
梗
概
を
詳
し
く
記
す
。
ち
ょ
う
ど
生
誕
一
五
〇
年
に
あ
た
る
年
だ
と
い
う
の
で
、
六
回
目
は
「
モ
ザ
ァ
ト
の
こ
と
」
と
題
し
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
紹
介
す
る
。
レ
ク
イ
エ
ム
の
作
曲
依
頼
を
め
ぐ
る
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
「
自
分
の
死
期
を
知
ら
せ
に
来
た
も
の
に
違
ひ
な
い
と
考
へ
て
、
［
略
］
約
束
の
時
よ
り
も
前
に
作
り
上
げ
て
し
ま
つ
た ７
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
の
は
、
作
曲
者
の
死
に
よ
っ
て
未
完
成
に
終
わ
っ
た
事
実
と
異
な
っ
て
い
る
が ８
、
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
第
八
回
の
タ
イ
ト
ル
は
「
音
楽
の
形
式
と
其
の
表
情
」
と
し
て
、
調
や
拍
子
の
話
に
な
る
。
そ
こ
で
は
各
調
の
性
格
に
ま
で
筆
は
及
ん
で
い
る
。
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学
苑
文
化
創
造
学
科
紀
要
第
八
六
五
号
四
三
～
五
五
（
二
〇
一
二
一
一
）

「
音
楽
俗
話
」
周
辺
管
見

「
風
琴
と
洋
琴
」
と
題
す
る
九
回
目
で
は
オ
ル
ガ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
比
較
を
し
て
い
る
。
発
音
の
原
理
か
ら
し
て
洋
琴
は
弦
楽
器
の
一
種
で
あ
り
、
風
琴
は
管
楽
器
で
、
両
者
は
発
音
の
原
理
か
ら
異
な
る
。
そ
う
書
い
て
、
優
劣
の
比
較
に
ま
で
筆
は
及
ん
だ
。
津
田
に
よ
れ
ば
「
演
奏
の
效
果
の
上
か
ら
概
論
す
る
と
、
管
楽
器
よ
り
も
絃
楽
器
の
方
が
価
値
が
多
く
、
絃
楽
器
の
中
で
も
殊
に
弓
を
用
ゐ
る
も
の
が
重
要
で
あ
る
」、「
明
治
音
楽
会
な
り
、
音
楽
学
校
な
り
の
演
奏
会
で
管
絃
の
合
奏
を
き
い
た
耳
で
、
日
比
谷
公
園
の
楽
堂
で
や
る
陸
軍
や
海
軍
の
吹
奏
楽
を
き
い
て
み
る
と
直
ぐ
に
わ
か
る
で
あ
ら
う ９
」
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
優
位
の
立
場
を
と
り
、
さ
ら
に
「
近
世
の
西
洋
楽
を
味
は
は
う
と
す
る
に
は
、
管
絃
楽
曲
で
な
け
れ
ば
是
非
こ
の
洋
琴
曲
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
記
す
。
最
後
の
回
は
「
家
庭
の
音
楽
」
と
題
し
て
、
い
か
に
も
津
田
ら
し
く
、
家
族
主
義
の
我
が
国
に
お
い
て
、
家
庭
の
慰
安
法
が
備
わ
っ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
の
考
察
を
し
た
う
え
で
、
家
庭
で
普
く
音
楽
を
行
い
、
「
一
面
に
は
芸
術
と
し
て
の
音
楽
趣
味
を
発
達
さ
せ
、
一
面
に
は
之
に
よ
つ
て
家
庭
の
情
味
を
濃
や
か
に
し
、
社
会
の
風
尚
を
高
め
る
や
う
に
し
た
い
」
と
結
論
づ
け
る
。
以
上
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
音
楽
俗
話
」
は
西
洋
古
典
音
楽
の
普
及
を
め
ざ
す
啓
蒙
の
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
で
あ
り
、
今
日
の
目
か
ら
見
て
も
、
お
お
む
ね
妥
当
な
説
明
が
書
か
れ
て
い
る
。
で
は
津
田
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
こ
の
知
識
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
津
田
の
音
楽
へ
の
関
心
に
着
目
し
た
考
察
で
あ
る
。
二
音
楽
と
自
身
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
津
田
が
書
い
た
「
独
協
在
職
時
代
の
思
ひ
出
」
の
中
に
次
の
一
節
が
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
独
協
の
教
師
に
は
風
が
は
り
の
人
が
ゐ
た
こ
と
を
思
ひ
出
す
。
［
中
略
］
ま
た
ト
ウ
ギ
テ
ツ
テ
キ
（
東
儀
鐵
笛
）
君
の
ゐ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
宮
廷
の
楽
人
の
家
に
生
ま
れ
、
自
身
も
そ
の
楽
部
に
地
位
を
も
つ
て
ゐ
た
こ
と
の
あ
る
か
う
い
ふ
人
の
中
学
に
ゐ
た
の
は
、
珍
し
い
例
で
あ
ら
う
。
ぼ
く
は
君
か
ら
音
楽
に
つ
い
て
い
ろ

教
へ
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
な
つ
か
し
い
気
が
す
る
。
こ
の
文
章
か
ら
は
、
津
田
が
東
儀
を
通
じ
て
音
楽
の
知
識
を
得
た
よ
う
に
見
え
る
。
東
儀
鉄
笛
は
明
治
二
年
生
ま
れ
、
本
名
季
治
。
東
儀
家
は
千
年
も
続
く
楽
家
で
あ
り
、
父
季
芳
も
篳
篥
の
名
手
だ
っ
た
。
鉄
笛
は
明
治
一
二
年
に
伶
員
を
申
し
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
篳
篥
、
琵
琶
、
三
味
線
の
ほ
か
に
ピ
ア
ノ
な
ど
の
西
洋
楽
器
も
学
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
三
〇
年
に
宮
内
省
を
退
き
、
帝
国
教
育
会
事
務
長
を
務
め
、
独
逸
学
協
会
学
校
分
校
幹
事
な
ど
に
転
身
す
る
。
の
ち
に
は
さ
ら
に
俳
優
へ
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
東
儀
が
独
逸
学
協
会
学
校
に
勤
め
た
の
は
義
祖
父
大
村
仁
太
郎
の
縁
故
に
よ
っ
た
が
、
そ
の
独
協
時
代
に
東
儀
と
津
田
は
出
会
い
、
親
交
を
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
津
田
は
東
儀
と
き
わ
め
て
親
し
か
っ
た
。
そ
の
様
子
は
日
記
で
確
認
で
き
る
。
い
く
つ
か
の
記
事
を
例
と
し
て
引
用
し
て
み
る
	。
午
後
ま
た
家
を
出
で
、
小
石
川
よ
り
牛
込
に
ゆ
き
古
谷
を
訪
ひ
、
帰
路
、
東
儀
を
訪
ひ
て
夜
に
入
り
帰
り
ぬ
、
（
明
治
三
五
年
九
月
二
日
）
東
儀
来
訪
し
、
オ
ル
ガ
ン
を
検
し
呉
れ
、
又
た
妹
の
た
め
に

則
承
と
い
ふ
伶
人
に
紹
介
し
呉
れ
た
り
、
（
明
治
三
六
年
一
月
二
六
日
）
女
学
校
よ
り
東
儀
と
共
に
退
出
せ
し
か
ば
、
伴
は
れ
て
其
の
家
に
ゆ
き
し
に
、
庭
の
つ
ゝ
じ
の
目
さ
む
る
ば
か
り
う
る
は
し
き
が
い
と
う
れ
し
く
な
が
め
ら
れ
き
、
（
明
治
三
六
年
五
月
一
日
）
日
暮
れ
て
後
、
東
儀
を
訪
ふ
、
か
れ
オ
リ
ン
を
弾
じ
て
「
花
の
歌
」
と
一
の
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
と
を
奏
す
、
（
明
治
三
六
年
八
月
二
一
日
）
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夕
か
た
、
め
づ
ら
し
く
東
儀
が
来
た
、
学
校
を
や
め
て
し
ま
つ
て
、
全
然
、
劇
界
に
身
を
投
ず
る
の
だ
さ
う
だ
、
兔
も
角
も
、
お
も
し
ろ
い
、
（
明
治
四
四
年
三
月
一
九
日
）
正
確
に
数
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
に
東
儀
の
名
は
お
よ
そ
一
五
回
ほ
ど
日
記
に
出
て
き
て
い
る
。
妹
は
る
の
オ
ル
ガ
ン
の
調
整
ま
で
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ほ
ど
の
親
友
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
先
に
津
田
が
書
い
た
連
載
記
事
も
東
儀
の
知
識
を
借
り
て
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。
東
儀
に
は
『
音
楽
通
解
』
の
著
書
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
一
冊
を
津
田
が
所
蔵
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
津
田
自
身
の
手
で
一
文
字
、
訂
正
が
入
れ
て
あ
る
。
東
儀
の
著
書
は
二
五
〇
頁
を
越
え
る
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
津
田
の
文
章
に
は
な
か
っ
た
譜
例
を
も
豊
富
に
収
め
て
い
て
情
報
量
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
こ
の
本
と
「
音
楽
俗
話
」
と
の
内
容
に
一
致
が
見
ら
れ
る
。
津
田
が
調
の
特
徴
に
つ
い
て
書
い
た
部
分
か
ら
一
例
を
示
す
。
長
、
ト
調
。
静
け
き
思
ひ
、
和
か
き
愛
、
単
純
明
快
な
る
少
年
の
情
、
或
は
ま
た
田
園
の
生
活
。
短
、
ト
調
。
夢
見
る
如
き
沈
思
、
動
き
や
す
き
情
緒
、
多
情
多
感
。
同
じ
内
容
に
つ
い
て
東
儀
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
長
、
ト
調
は
静
け
き
お
も
ひ
、
和
ら
か
き
愛
、
単
純
た
ん
じ
ゆ
ん無
垢 むく
な
る
少
年
の
情
、
又
は
田
園
の
情
趣
じ
よ
う
し
ゆ。
短
、
ト
調
は
夢 ゆ
めみ
る
如
き
沈
思
ち
ん
し
、
動
き
や
す
き
情
緒
じ
よ
う
ち
よ、
所
謂
い
わ
ゆ
る多
感
た
か
ん
多
恨
た
こ
ん
。 
も
う
一
つ
例
を
挙
げ
る
と
、
津
田
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
の
弦
楽
器
の
編
成
に
つ
い
て
、
「
少
な
く
と
も
イ
オ
リ
ン
は
、
第
一
第
二
と
も
各
十
六
、
	オ
ラ
が
十
二
、
そ
れ
か
ら
十
の
セ
ロ
と
八
の
ダ
ブ
ル
バ
ス
と
が
必
要
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
東
儀
は
、
「
バ
イ
ロ
イ
ト
（
B
a
y
ro
u
［
マ
マ
］th
）
楽
劇
部
に
於
い
て
一
八
七
六
年
の
創
建
者
の
紀
念
祭
を
行
ふ
に
当
り
て
演
奏
せ
ら
れ
し
管
絃
楽
隊
の
組
織
」
と
し
て
記
さ
れ
た
楽
器
の
数
の
う
ち
、
弦
楽
器
の
数
に
つ
い
て
、
第
一
バ
イ
オ
リ
ン
一
六
人
、
第
二
バ
イ
オ
リ
ン
一
六
人
、
ビ
オ
ラ
一
二
人
、
チ
ェ
ロ
一
二
人
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
八
人
だ
っ
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
一
八
七
六
年
に
バ
イ
ロ
イ
ト
祝
祭
歌
劇
場
で
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ク
の
指
環
』
を
演
奏
し
た
際
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
、
第
一
バ
イ
オ
リ
ン
一
六
台
、
第
二
バ
イ
オ
リ
ン
一
六
台
、
ビ
オ
ラ
一
二
台
、
チ
ェ
ロ
一
二
台
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
八
台
と
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身
が
指
定
し
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
東
儀
の
記
述
の
方
が
正
確
で
あ
る
。
津
田
が
「
少
な
く
と
も
」
と
書
い
た
の
は
筆
が
す
べ
っ
た
よ
う
だ
。
津
田
と
東
儀
両
者
の
記
述
を
見
る
と
、
調
の
特
性
に
つ
い
て
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
同
文
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
弦
楽
器
の
数
で
も
、
単
に
数
字
だ
け
比
較
す
れ
ば
、
共
通
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
第
一
バ
イ
オ
リ
ン
一
六
台
は
今
日
で
も
大
き
な
編
成
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
一
六
型
と
呼
ば
れ
る
、
第
一
バ
イ
オ
リ
ン
一
六
台
の
大
型
の
編
成
の
場
合
で
も
第
二
バ
イ
オ
リ
ン
は
一
四
台
に
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
、
そ
れ
を
上
回
る
数
は
、
当
時
の
日
本
の
通
常
の
演
奏
会
で
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
東
儀
の
著
書
の
発
表
は
津
田
の
文
章
よ
り
遅
れ
て
い
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
東
儀
の
方
が
先
に
あ
り
、
津
田
は
そ
れ
を
借
り
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
仮
説
は
成
り
立
ち
に
く
い
。
東
儀
が
自
著
に
付
け
た
緒
言
の
最
後
に
次
の
文
言
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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終
に
臨
ん
で
一
言
す
、
本
書
の
編
纂
に
関
し
て
は
、
材
料
の
供
給
を
津
田
昏
君
に
う
け
た
る
こ
と
多
し
、
茲
に
附
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。
ど
の
部
分
に
つ
い
て
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
津
田
の
方
が
、
音
楽
の
専
門
家
で
あ
る
は
ず
の
東
儀
に
対
し
て
材
料
を
提
供
し
た
事
実
が
あ
る
こ
と
は
動
か
せ
な
く
な
っ
た
。
と
な
れ
ば
、
津
田
が
自
身
の
文
章
を
書
く
に
あ
た
っ
て
の
知
識
を
ど
こ
か
ら
得
た
か
と
い
う
疑
問
は
出
発
点
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
三
津
田
本
人
は
ど
れ
く
ら
い
音
楽
に
接
し
て
い
た
の
か
。
邦
楽
を
含
む
音
楽
会
に
行
っ
た
事
項
を
日
記
か
ら
拾
い
出
し
、
日
時
と
音
楽
会
名
、
あ
る
い
は
会
場
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
明
治
三
二
年
三
月
二
九
日
（
水
）
玉
の
井
亭
（
義
太
夫
）
明
治
三
三
年
一
一
月
一
〇
日
（
土
）
明
治
音
楽
会
（
本
郷
中
央
会
堂
）
＊
「
操
」
同
行

＊
＊
こ
の
月
か
ら
同
音
楽
会
会
員
と
な
る
明
治
三
五
年
一
二
月
四
日
（
木
）
明
治
音
楽
会
明
治
三
五
年
一
二
月
一
六
日
（
火
）
故
ハ
ウ
ス
氏
追
悼
音
楽
会
（
青
年
会
館
美
土
代
町
）
明
治
三
六
年
三
月
一
三
日
（
金
）
明
治
音
楽
会
（
青
年
会
館
）
明
治
三
六
年
四
月
五
日
（
日
）
午
後
明
治
音
楽
会
（
音
楽
学
校
）
明
治
三
六
年
九
月
二
五
日
（
金
）
明
治
音
楽
会
（
青
年
会
館
）
明
治
三
六
年
一
〇
月
一
七
日
（
土
）
午
後
音
楽
会
（
番
町
教
会
）
明
治
三
六
年
一
〇
月
二
八
日
（
水
）
音
楽
会
（
青
年
会
館
）
明
治
三
九
年
一
〇
月
二
八
日
（
日
）
午
後
明
治
音
楽
会
（
音
楽
学
校
）
明
治
四
四
年
三
月
一
三
日
東
西
名
人
会
（
有
楽
座
俗
曲
）
明
治
四
四
年
三
月
一
七
日
（
金
）
有
楽
座
（
義
太
夫
）
明
治
四
四
年
五
月
二
〇
日
俗
曲
演
奏
会
（
音
楽
学
校
）
明
治
四
四
年
一
二
月
九
日
（
土
）
午
後
演
奏
会
（
音
楽
学
校
）
一
定
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
観
が
あ
る
が
、
明
治
三
四
年
、
三
七
八
年
、
四
三
年
の
日
記
は
現
存
し
て
い
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
ま
た
日
記
が
書
か
れ
た
年
で
も
、
き
わ
め
て
分
量
が
少
な
い
年
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
か
ら
何
か
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
津
田
が
こ
の
頃
か
な
り
の
頻
度
で
音
楽
会
に
通
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
を
確
認
す
る
べ
き
で
あ
る
。
音
楽
を
聴
い
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
回
想
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
西
洋
の
音
楽
を
聴
く
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
機
関
で
あ
つ
た
明
治
音
楽
会
の
演
奏
を
欠
か
さ
ず
聴
き
に
い
つ
た
こ
と
も
、
思
ひ
出
さ
れ
る
。
こ
の
音
楽
会
で
は
第
二
部
と
し
て
日
本
の
俗
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
の
で
、
い
ろ

の
さ
う
い
ふ
も
の
、
た
ま
に
は
平
家
琵
琶
な
ど
を
さ
へ
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
宮
内
省
の
楽
部
の
雅
楽
の
演
奏
、
九
段
の
能
楽
堂
で
演
ぜ
ら
れ
た
能
や
狂
言
も
、
で
き
る
だ
け
見
に
い
つ
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。
明
治
音
楽
会
は
明
治
三
一
年
に
誕
生
し
、
当
初
春
秋
二
回
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
演
奏
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
東
京
音
楽
学
校
関
係
者
と
宮
内
省
の
楽
師
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
は
じ
め
は
十
数
人
に
よ
る
一
管
編
成
で
、
オ
ー
ボ
エ
や
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
も
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
来
日
し
た
ユ
ン
ケ
ル
の
も
と
で
整
備
さ
れ
、
明
治
三
八
年
頃
の
東
京
音
楽
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
三
五
人
ほ
ど
の
二
管
編
成
に
な
っ
て
い
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た
。
た
だ
し
管
と
テ
ィ
ン
パ
ニ
は
宮
内
省
楽
師
が
務
め
て
い
た
。
津
田
自
身
の
文
章
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
部
は
西
洋
音
楽
を
演
奏
し
、
第
二
部
で
は
邦
楽
が
奏
さ
れ
る
と
い
う
和
洋
折
衷
の
形
で
あ
っ
た
。
邦
楽
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、
西
洋
古
典
音
楽
に
つ
い
て
、
彼
は
実
際
ど
ん
な
曲
を
聴
い
て
い
た
の
か
。
津
田
が
演
奏
を
聴
き
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
実
な
日
に
つ
い
て
、
残
っ
て
い
る
記
録
を
掲
げ
る
。
明
治
三
五
年
一
二
月
四
日
、
神
田
青
年
会
館
で
催
さ
れ
た
明
治
音
楽
会
第
三
〇
回
演
奏
会
で
は
次
の
曲
が
演
奏
さ
れ
た
。
一
、
管
絃
楽
（
建
設
視
詞
の
行
進
曲
）
ノ ［マ
マ
］ツ
ク
ス
ネ
ル
作
二
、
管
絃
六
部
合
奏
寝
よ
小
供
ア
プ
ト
作
三
、
独
唱
（
英
語
）
イ
ツ
ト
、
イ
ス
、
エ
ナ
イ
フ
メ
ン
デ
ル
ゾ
［
マ
マ
］ー
ン
作

辨


四
、
管
絃
楽
日
曜
日
の
児
童
（
ワ
ル
ツ
）
リ
ツ
ク
ス
ネ
ル
作
五
、
管
絃
四
部
合
奏
イ
、
味
覚
と
視
覚
プ
ラ
ン
ト
作
ロ
、
プ
レ
ヂ
オ
サ
の
歌
一
節
ウ
エ
ー
ベ
ル
作
六
、
管
絃
楽
楽
会
の
序
曲
フ
ラ
ン
ク
作
七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
連
奏
シ
ン
ホ
ニ
ー
ダ
ン
ク
ラ
作
多
忠
基
、
石
野
巍
八
、
管
絃
楽
緒
れ
髪
ボ ［マ
マ
］ル
カ
、
マ
ジ
ル
カ
ラ
イ
チ
ツ
ヒ
作
九
、
管
絃
楽
ガ
ロ
ツ
プ
一
〇
、
長
唄

注
を
付
け
れ
ば
、
五
の
ロ
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
劇
付
随
音
楽
「
プ
レ
チ
オ
ー
ザ
」
中
の
曲
。
ま
た
、
三
の
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
、
オ
ラ
ト
リ
オ
「
エ
リ
ア
」
中
の
バ
リ
ト
ン
に
よ
る
ア
リ
ア
「
主
よ
足
れ
り
」
の
こ
と
で
あ
る
。
六
の
フ
ラ
ン
ク
の
曲
と
は
、
有
名
な
セ
ザ
ー
ル
	フ
ラ
ン
ク
で
は
な
く
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
	フ
ラ
ン
ク
の
「
演
奏
会
用
序
曲
」
作
品
一
二
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

。
そ
の
他
の
曲
は
今
日
あ
ま
り
聴
か
れ
な
い
曲
ば
か
り
で
あ
る
。
二
の
ア
プ
ト
は
フ
ラ
ン
ツ
	ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
	ア
プ
ト
と
い
う
、
合
唱
曲
を
書
い
た
作
曲
家
だ
が
、
こ
の
曲
は
・W
ieg
en
lied
・
だ
ろ
う
か
。
七
の
ダ
ン
ク
ラ
は
お
そ
ら
く
シ
ャ
ル
ル
	ダ
ン
ク
ラ
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ダ
ン
ク
ラ
一
族
の
一
員
の
曲
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
の
公
演
に
つ
い
て
の
津
田
の
感
想
が
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
管
絃
楽
は
わ
れ
ら
の
耳
に
か
な
は
ず
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
ふ
耳
な
き
故
か
、
花
や
か
な
る
曲
の
心
を
動
か
す
こ
と
少
な
き
が
故
か
、
こ
と
に
け
ふ
は
太
鼓
を
さ
へ
加
へ
た
れ
ば
、
何
や
ら
ん
喧
噪
な
る
こ
ゝ
ち
の
み
せ
ら
れ
た
り
、

辨

が
英
詩
独
吟
は
、
詩
の
意
は
き
ゝ
と
ら
れ
ざ
り
し
か
ど
お
も
し
ろ
く
き
か
れ
た
り
、
か
つ
て
国
語
の
詩
を
き
ゝ
し
と
き
は
い
と
感
う
す
か
り
し
が
、
こ
は
洋
楽
の
旋
律
が
わ
が
国
語
に
ふ
さ
は
し
か
ら
ぬ
故
な
る
か
、
そ
も
そ
も
楽
譜
の
其
の
詩
に
か
な
は
ざ
り
し
が
故
な
る
か
、
二
者
そ
の
一
な
る
べ
け
れ
ど
、
恐
ら
く
は
甲
の
か
た
に
或
る
根
本
の
問
題
あ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
、
次
に
は
管
の
四
部
合
奏
と
イ
オ
リ
ン
の
連
奏
（
シ
ム
ホ
ニ
ー
）
と
が
い
と
妙
な
り
き

津
田
は
結
局
最
後
の
長
唄
は
聴
か
ず
に
会
場
を
後
に
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
う
る
さ
い
と
感
じ
た
と
は
正
直
な
感
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
エ
リ
ア
」
の
ア
リ
ア
を
は
じ
め
と
し
て
、
的
確
に
聴
き
と
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
あ
と
に
も
記
す
よ
う
に
、
言
語
と
音
楽
と
の
関
係
に
つ
い
て
思
い
を
致
し
て
い
る
の
は
耳
の
良
さ
を
示
す
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
う
一
件
は
、
明
治
三
六
年
四
月
五
日
午
後
一
時
か
ら
上
野
校
奏
楽
堂
で
開
か
れ
た
第
三
二
回
明
治
音
楽
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
一
、
祭
礼
の
曲
大
序
チ
エ
ー
、
ラ
タ
ン
作
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二
、
独
逸
行
進
曲
三
、
歌
劇
魔
笛
の
歌
一
節
モ
ツ
ァ
ル
ト
作
四
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
、
管
楽
部
合
奏
マ
イ
ヱ
ル
ベ
ル
作
五
、
ミ
ニ
ユ
エ
ツ
ト
モ
ツ
ァ
ル
ト
作
六
、
美
く
し
き
時
ワ
ル
ツ
リ
ツ
ク
ス
ネ
ル
作
七
、
美
く
し
き
ヘ
レ
ナ
オ
ツ
フ
エ
ン
バ
ハ
作
八
、
ク
ラ
リ
ネ
ツ
ト
独
奏
フ
ア
ン
タ
シ
ー
フ
ラ
ン
ク
作
多
忠
龍
九
、
ヂ
ス
ポ
ジ
ン ［マ
マ
］ヨ
ン
ワ
ル
ツ
リ
ツ
ク
ス
ネ
ル
作
一
〇
、
シ
ン
フ
オ
ー
ニ
ー
マ
ス
カ
ニ
ー
作
一
一
、
菩
提
樹
の
曲
シ
ユ
ー
ベ
ル
ト
作
一
二
、
ス
ト
ツ
ク
提
督
行
進
曲
モ
ツ
ァ
ル
ト
作

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
魔
笛
」
の
中
の
何
が
歌
わ
れ
た
の
か
は
も
ち
ろ
ん
特
定
で
き
な
い
。
マ
イ
ヱ
ル
ベ
ル
は
マ
イ
ア
ベ
ー
ア
の
歌
劇
「
悪
魔
の
ロ
ベ
ー
ル
」
R
o
b
ert
le
d
ia
b
le
中
の
、
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
は
、
喜
歌
劇
「
美
し
き
エ
レ
ー
ヌ
」
L
a
b
elle
H
 el en
e
中
の
曲
で
あ
ろ
う
。
一
一
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
冬
の
旅
」
の
中
の
「
菩
提
樹
」
で
あ
る
。
八
の
フ
ラ
ン
ク
は
、
セ
ザ
ー
ル
フ
ラ
ン
ク
に
「
幻
想
曲
」
F
a
n
ta
sie
と
い
う
、
作
品
一
三
の
ピ
ア
ノ
曲
、
作
品
一
六
の
オ
ル
ガ
ン
曲
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
も
fa
n
ta
sie
と
い
う
名
が
つ
く
曲
は
複
数
あ
る
。
ま
た
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
フ
ラ
ン
ク
に
も
偶
然
同
じ
作
品
番
号
一
六
を
持
つ
同
名
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
が
あ
り
、
特
定
で
き
な
い
。
一
〇
の
マ
ス
カ
ー
ニ
は
不
明
な
が
ら
、
歌
劇
「
仮
面
」
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
歌
劇
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
ル
ス
チ
カ
ー
ナ
」
間
奏
曲
（
原
題
in
term
ezzo
sin
fo
n
ico
）
の
可
能
性
も
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
行
進
曲
も
ど
れ
を
さ
す
の
か
、
筆
者
に
は
未
詳
で
あ
る
。
津
田
は
こ
の
と
き
の
感
想
を
、
「
演
奏
は
例
の
如
し
、
俗
曲
の
な
か
り
し
は
わ
れ
ら
に
は
嬉
し
か
り
き
」
と
だ
け
記
し
た
。
こ
の
他
に
も
日
記
に
は
演
奏
会
の
批
評
が
時
々
書
か
れ
て
い
る
。
次
に
示
す
の
は
明
治
三
六
年
九
月
二
五
日
の
明
治
音
楽
会
の
感
想
で
あ
る
。
管
絃
楽
は
マ
ー
チ
、
舞
踏
曲
の
は
な
や
か
な
る
も
の
の
み
に
て
、
わ
れ
に
は
さ
ま
で
お
も
し
ろ
か
ら
ず
、
西
班
牙
楽
と
い
ふ
も
の
其
の
国
の
人
に
よ
り
て
奏
せ
ら
れ
た
れ
ど
、
よ
し
と
も
お
ぼ
え
ず
、
わ
れ
は
た
ゞ
ギ
タ
ラ
と
い
ふ
楽
器
を
は
じ
め
て
見
、
其
の
弾
き
か
た
の
わ
が
三
味
線
な
ん
ど
に
似
た
る
を
知
り
た
る
の
み
、
ギ
タ
ラ
は
伊
太
利
に
て
も
常
に
用
ゐ
ら
る
、
［
中
略
］
楽
器
と
し
て
よ
き
き
は
の
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
が
如
し
、
［
中
略
］
合
奏
は
同
音
の
か
さ
な
り
し
の
み
に
て
所
謂
和
声
の
美
な
く
、
拍
子
の
急
迫
に
し
て
単
調
な
る
、
清
楽
な
ど
に
似
た
る
と
こ
ろ
あ
る
か
と
お
も
は
る
、
何
れ
も
亡
国
の
音
な
る
か

津
田
は
ギ
タ
ー
音
楽
を
好
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
あ
と
に
あ
っ
た
尺
八
の
演
奏
の
方
を
む
し
ろ
ほ
め
て
い
る
。
正
宗
白
鳥
が
同
じ
日
の
演
奏
会
を
聴
い
て
い
た
が
、
彼
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
管
絃
楽
は
従
来
に
比
し
て
一
層
勝
り
し
や
う
な
り
し
は
練
習
の
行
き
届
き
し
に
由
る
な
ら
ん
。
出
来
栄
を
い
へ
ば
フ
ラ
ン
ケ
、
ク
ー
テ
等
の
舞
踏
曲
の
方
巧
み
な
り
し
が
、
ブ
リ
タ
ー
ネ
ル
は
夭
折
せ
る
伊
太
利
楽
師
ベ
ル
リ
ニ
ー
の
傑
作
に
て
風
趣
津
々
た
る
も
の
ゝ
由
な
る
が
、
左
程
に
聞
き
な
さ
れ
ざ
り
し
は
、
演
奏
者
の
技
未
ま
だ
十
分
に
弾
じ
な
さ
れ
ぬ
に
由
る
か
。
［
中
略
］
尺
八
は
感
服
せ
ず
。
西
班
牙
楽
は
変
化
な
き
繊
巧
の
楽
に
て
、
我
国
の
琴
の
如
く
左
程
音
楽
的
価
値
あ
る
も
の
に
あ
ら
ず
と
思
ゆ
。
演
奏
者
の
拙
き
に
も
よ
る
か
。
―48―
尺
八
の
演
奏
の
評
価
が
ま
る
で
対
蹠
的
だ
が
、
ス
ペ
イ
ン
音
楽
の
評
価
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
よ
う
だ
。
全
体
と
し
て
演
奏
者
の
資
質
に
ま
で
目
が
届
い
て
い
る
白
鳥
の
方
に
一
日
の
長
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
も
っ
と
も
、
津
田
も
同
じ
年
の
一
〇
月
二
八
日
の
明
治
音
楽
会
に
つ
い
て
は
、
「
管
絃
楽
も
お
も
し
ろ
く
、

子
の
独
吟
も
某
氏
の
ピ
ヤ
ノ
も
興
ふ
か
ゝ
り
き
」
と
書
い
て
お
り
、
演
奏
者
に
つ
い
て
も
充
分
に
意
識
し
て
聴
く
態
度
を
見
せ
て
い
る
か
ら
、
ギ
タ
ー
演
奏
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
事
情
を
む
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
〇
月
二
八
日
の
同
じ
公
演
を
夏
目
漱
石
と
寺
田
寅
彦
も
聴
い
て
い
た
。
寺
田
は
次
の
よ
う
に
日
記
に
書
い
て
い
る
。
十
月
二
十
八
日
日
晴
［
略
］
午
後
夏
目
先
生
と
上
野
音
楽
学
校
な
る
明
治
音
楽
会
演
奏
会
へ
行
く
。
ミ
ス
、
ロ
ン
ゲ
ー
カ
ー
の
ソ
ロ
、
レ
シ
テ
ー
シ
ヨ
ン
。
ミ
ツ
ス
［
マ
マ
］
の
ピ
ア
ノ
サ
リ
ン
ガ
ー
氏
の
セ
ロ
あ
り
。
残
念
な
が
ら
漱
石
の
こ
の
日
の
日
記
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
記
録
を
見
る
と
、
ど
の
演
目
を
見
て
も
、
今
日
の
通
常
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
と
は
異
な
っ
て
、
主
と
し
て
小
曲
を
並
べ
て
聴
か
せ
る
会
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
津
田
が
書
い
た
啓
蒙
的
文
章
で
の
、
例
え
ば
、
「
シ
ム
フ
ォ
ニ
イ
」
が
通
常
四
つ
の
楽
章
（
津
田
は
「
四
段
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト」
と
書
い
て
い
る
）
か
ら
成
る
と
い
う
説
明
が
ど
れ
ほ
ど
当
時
の
実
演
と
か
け
離
れ
て
い
る
か
が
見
て
と
れ
る
。
明
治
三
〇
年
代
の
演
奏
会
で
も
、
交
響
曲
全
曲
が
日
常
的
に
演
奏
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
時
に
は
全
曲
演
奏
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
は
す
る
の
だ
が
、
ま
だ
例
外
的
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
は
、
津
田
の
西
洋
音
楽
紹
介
は
す
ぐ
に
聴
衆
に
役
立
つ
も
の
だ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
、
津
田
の
文
章
に
は
（
お
そ
ら
く
は
西
洋
由
来
の
）
種
本
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
四
津
田
が
書
い
た
よ
う
な
啓
蒙
的
な
文
章
は
当
時
ど
の
程
度
書
か
れ
て
い
た
の
か
と
言
え
ば
、
明
治
も
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
音
楽
雑
誌
は
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
津
田
は
「
音
楽
俗
話
」
第
一
回
目
に
「
と
こ
ろ
が
世
間
に
か
う
い
ふ
類
の
著
述
な
ど
が
殆
ど
無
い
」
と
書
い
た
。
こ
の
「
世
間
」
を
ど
う
捉
え
る
か
は
一
考
を
要
す
る
問
題
で
は
あ
る
が
、
音
楽
雑
誌
の
刊
行
状
況
を
見
る
限
り
、
実
態
は
い
さ
さ
か
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
音
楽
雑
誌
』
は
明
治
二
三
年
か
ら
刊
行
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
の
ち
『
音
楽
（
お
む
賀
く
、
於
武
賀
久
）』
と
タ
イ
ト
ル
を
変
え
な
が
ら
明
治
三
一
年
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
明
治
三
〇
年
代
後
半
に
は
『
音
楽
新
報
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
「
音
楽
俗
話
」
の
四
回
目
は
先
に
書
い
た
よ
う
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
楽
劇
を
扱
っ
て
い
て
、
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
の
あ
ら
す
じ
も
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
わ
ず
か
二
月
前
の
『
音
楽
新
報
』
に
は
安
藤
弘
が
「
歌
劇
『
ロ
ー
ヘ
ン
グ
リ
ン
』
梗
概
」
を
載
せ
て
い
る
	。
記
述
の
仕
方
は
ま
っ
た
く
異
な
る
か
ら
、
無
関
係
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
西
洋
の
音
楽
情
報
の
紹
介
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
津
田
が
「
音
楽
俗
話
」
を
書
く
二
年
以
上
前
、
同
じ
雑
誌
『
を
ん
な
』
に
森
づ
か
が
「
音
楽
階
梯
」
を
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
い
た
。
内
容
は
津
田
よ
り
は
る
か
に
基
礎
的
な
部
分
を
扱
っ
て
い
る
。
音
楽
と
は
何
か
、
か
ら
は
じ
め
て
、
音
の
高
低
、
シ
ャ
ー
プ
な
ど
に
つ
い
て
記
述
し
、
そ
の
あ
と
フ
ラ
ッ
ト
か
ら
、
休
止
符
、
拍
子
論
、
「
音
階
製
作
」
の
こ
と
に
筆
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、『
女
学
講
義
』
に
、
他
で
も
な
い
東
儀
が
同
じ
よ
う
な
内
容
を
載
せ
て
い
る
か
ら
三
回
で
完
結
す
る
こ
と
に
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し
た
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
儀
は
た
し
か
に
同
誌
に
連
載
し
て
お
り
、
例
え
ば
同
誌
の
第
三
回
後
期
第
二
三
巻
で
は
「
調
子
」
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
津
田
が
「
音
楽
俗
話
」
の
五
回
目
と
し
て
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
続
き
を
書
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
「
其
の
最
も
主
な
る
「
ニ
イ
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
指
環
」
は
前
月
の
『
新
小
説
』
に
梗
概
め
き
た
も
の
が
載
つ
て
を
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
し
」
と
い
う
事
情
か
ら
、
急
遽
内
容
を
変
更
し
た
り
も
し
て
い
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
め
ぐ
っ
て
は
、
明
治
二
九
年
に
森
外
と
上
田
敏
と
の
間
で
後
期
の
無
限
旋
律
の
本
質
を
め
ぐ
る
論
争
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
論
じ
た
小
林
典
子
が
、
「
後
期
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
作
品
が
、
無
限
旋
律
で
書
か
れ
た
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
が
、
外
は
こ
れ
を
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
と
呼
び
、
敏
は
、
そ
う
呼
ぶ
の
は
用
語
と
し
て
適
切
で
な
い
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
に
、
十
箇
月
も
延
々
と
議
論
を
戦
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
総
括
す
る
よ
う
な
論
争
だ
っ
た
。
当
時
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
楽
劇
が
日
本
で
演
奏
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
く
、
当
事
者
以
外
に
は
両
者
の
主
張
の
違
い
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
海
外
で
の
体
験
を
持
つ
外
と
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
育
っ
た
上
田
敏
の
二
人
だ
か
ら
こ
そ
の
論
争
で
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
音
楽
界
に
は
何
の
反
響
も
呼
ば
な
か
っ
た
。
知
識
層
の
間
で
は
そ
の
よ
う
に
音
楽
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
文
化
的
状
況
が
あ
っ
た
。
実
演
の
状
況
、
そ
れ
を
聴
く
一
般
の
聴
衆
と
の
乖
離
は
あ
き
ら
か
で
は
あ
る
が
、
音
楽
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
機
運
は
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
眼
高
手
低
の
時
代
だ
っ
た
。
「
音
楽
俗
話
」
の
最
終
回
は
「
家
庭
の
音
楽
」
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
既
述
し
た
。
そ
れ
と
よ
く
似
た
タ
イ
ト
ル
「
家
庭
と
音
楽
」
が
二
年
前
の
同
じ
雑
誌
『
を
ん
な
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
書
い
た
の
は
大
島
義
修
「
文
部
省
視
学
官
兼
東
京
音
楽
学
校
々
長
」
で
あ
る
	。
こ
の
文
章
が
載
っ
た
当
時
、
津
田
は
「
渉
史
余
話
」
を
同
誌
に
連
載
中
で
あ
り
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
高
い
。
内
容
的
に
は
異
な
る
と
は
い
う
も
の
の
、
津
田
が
こ
の
テ
ー
マ
で
連
載
を
終
了
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
き
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
可
能
性
は
残
る
。
要
す
る
に
音
楽
を
め
ぐ
る
言
説
は
、
津
田
の
言
及
と
は
違
っ
て
、
「
殆
ど
無
い
」
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
五
津
田
が
音
楽
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
夫
人
つ
ね
が
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
故
人
は
ま
め
に
散
歩
す
る
以
外
は
、
何
を
し
て
楽
し
む
と
い
ふ
こ
と
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
書
斎
で
の
読
書
と
執
筆
と
に
明
け
暮
れ
て
ゐ
た
け
れ
ど
も
、
音
楽
は
す
き
で
、
宮
中
洋
楽
部
で
組
織
せ
ら
れ
た
明
治
音
楽
会
は
欠
か
さ
ず
聞
き
に
行
つ
た
。
そ
の
楽
員
で
、
同
じ
く
独
逸
協
［
マ
マ
］
会
中
学
と
私
の
在
学
し
た
実
習
［
マ
マ
］女
学
校
に
も
勤
務
せ
ら
れ
て
ゐ
た
東
儀
鉄
笛
氏
と
は
特
に
親
交
が
あ
つ
た

。
こ
う
書
い
て
、
津
田
が
「
暮
春
の
曲
」
と
い
う
詩
を
書
き
、
そ
れ
に
東
儀
が
曲
を
つ
け
た
こ
と
、
そ
れ
が
八
八
歳
の
賀
の
席
で
学
生
合
唱
団
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
の
を
聴
い
た
こ
と
に
筆
が
及
ん
で
い
る
。
津
田
が
音
楽
を
好
ん
で
い
た
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
日
記
に
は
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
箇
所
が
他
に
も
あ
る
。
聞
こ
え
て
く
る
オ
ル
ガ
ン
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
さ
ら
に
は
隣
室
の
謡
の
音
に
気
付
き
、
そ
の
こ
と
を
あ
え
て
日
記
に
、
し
か
も
好
印
象
で
記
し
て
い
る
の
は
、
耳
の
人
で
も
あ
っ
た
津
田
の
本
質
を
表
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
わ
が
中
学
校
の
教
室
の
庭
よ
り
垣
一
重
隔
て
て
師
範
学
校
女
子
部
の
教
室
あ
り
、
わ
れ
は
う
る
さ
き
授
業
に
頭
痛
み
て
、
め
く
る
め
き
仆
れ
ん
と
す
る
時
、
そ
こ
よ
り
も
れ
来
る
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オ
ル
ガ
ン
の
音
の
フ
ト
耳
に
ふ
れ
て
、
為
に
慰
め
ら
る
ゝ
こ
と
幾
度
ぞ
、
其
の
も
の
の
ね
の
か
す
か
に
て
巧
拙
の
弁
ぜ
ら
れ
ざ
る
は
却
つ
て
甚
だ
可
な
り
と
す
、
（
明
治
三
〇
年
七
月
八
日
）
ま
た
、
明
治
三
六
年
七
月
一
四
日
に
は
、
音
楽
談
義
を
し
た
あ
と
で
東
儀
の
家
か
ら
帰
る
道
す
が
ら
、
音
楽
と
言
語
の
関
係
に
思
い
を
は
せ
た
こ
と
が
か
な
り
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
友
人
ら
五
人
で
箱
根
を
訪
れ
た
明
治
三
六
年
八
月
一
一
日
に
は
、
湖
で
ボ
ー
ト
に
乗
り
な
が
ら
、「
月
清
き
夜
半
な
ど
い
か
に
興
あ
ら
ん
」
と
語
ら
れ
る
の
を
聞
き
、「
其
の
を
り
一
張
の
オ
リ
ン
あ
ら
ば
と
わ
れ
は
ひ
と
り
お
も
ひ
ぬ
」
と
の
感
慨
を
も
ら
す
の
で
あ
る
。
明
治
三
五
年
八
月
二
六
日
の
、
眠
れ
な
い
夜
に
書
い
た
長
い
日
記
の
一
節
で
は
、
「
一
つ
ゆ
め
の
愉
快
を
書
い
て
置
か
う
」
と
書
き
始
め
て
、
西
洋
風
の
家
に
招
か
れ
て
、
そ
こ
で
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
を
用
意
し
た
姉
妹
に
、
何
を
弾
こ
う
か
と
問
わ
れ
て
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
ソ
ナ
タ
を
所
望
し
、
演
奏
に
「
恍
惚
と
し
て
し
ま
」
い
、
別
れ
を
告
げ
て
玄
関
を
出
る
と
、
月
は
正
に
天
心
に
か
か
り
、
鈴
虫
の
音
が
草
む
ら
の
な
か
に
す
る
。
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
ソ
ナ
タ
は
な
ほ
ド
コ
や
ら
に
消
え
ず
に
あ
る
や
う
だ
」
と
、
記
し
て
い
る
。
年
代
不
明
な
が
ら
、
津
田
は
日
本
神
話
を
題
材
と
し
た
交
響
曲
を
構
想
し
た
ら
し
い
。
「
交
響
楽
天
地
開
闢
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
四
楽
章
構
成
の
メ
モ
が
残
っ
て
い
る
。
当
時
と
し
て
は
新
し
い
音
楽
へ
の
好
奇
心
も
持
っ
て
い
た
。
日
記
に
次
の
記
載
が
あ
る
。
ハ
ン
ネ
ッ
カ
ー
の
「
ス
ト
ラ
ウ
ス
論
」
を
よ
ん
だ
が
、
二
分
は
わ
か
つ
た
や
う
で
、
八
分
は
わ
か
ら
ぬ
、
音
楽
を
文
字
で
伝
へ
よ
う
と
す
る
の
は
、
雲
を
つ
か
ま
せ
る
よ
り
な
ほ
む
つ
か
し
い
、
（
明
治
四
四
年
三
月
七
日
）
三
畳
に
と
ぢ
籠
つ
て
M
o
d
ern
M
u
sic
&
M
u
sicia
n
s
の
中
の
S
tra
u
ss
の
章
を
読
む
、
ハ
ン
ネ
ッ
カ
ー
の
批
評
と
照
ら
し
合
は
せ
て
、
此
の
現
代
楽
師
の
お
も
か
げ
を
髣
髴
の
間
に
認
む
る
こ
と
が
出
来
た
こ
ゝ
ち
が
す
る
、
音
楽
に
於
い
て
も
リ
ヤ
リ
ズ
ム
が
一
転
し
て
新
シ
ム
ボ
リ
ズ
ム
と
な
つ
た
形
勢
を
も
推
知
せ
ら
れ
る
、
（
明
治
四
四
年
三
月
八
日
）
ど
れ
だ
け
津
田
が
リ
ヒ
ャ
ル
ト
	シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
音
楽
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
の
か
不
詳
だ
が
、
理
解
し
よ
う
と
努
め
、
音
楽
の
動
向
の
大
き
な
流
れ
を
つ
か
み
と
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
津
田
は
日
本
音
楽
史
の
研
究
を
や
め
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
家
永
三
郎
か
ら
尋
ね
ら
れ
て
、
「
自
分
は
自
分
で
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ほ
ん
た
う
の
こ
と
が
分
ら
な
い
か
ら
、
や
め
た

」
と
答
え
て
い
る
。
津
田
は
同
じ
対
談
で
、
「
音
楽
史
と
い
ふ
も
の
は
、
音
楽
そ
の
も
の
は
と
ら
へ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
む
つ
か
し
い
」
と
も
語
っ
て
い
る
。
自
分
が
演
奏
で
き
な
か
っ
た
た
め
な
の
か
ど
う
か
、
夫
人
に
バ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
を
さ
せ
て
い
た
ら
し
い
。
栗
田
直
躬
が
「
夫
人
は
た
ぶ
ん
先
生
の
奨
め
に
よ
っ
て
で
あ
り
ま
し
ょ
う
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
先
生
の
話
で
は
そ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
日
本
で
始
め
て
造
ら
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
、
戦
後
ま
で
残
り
ま
し
た
が
、
も
う
ば
ら
ば
ら
の
状
態
で
し
た
。）
の
稽
古
を
し
て
居
ら
れ
た
」
と
の
証
言
を
残
し
て
い
る
。
津
田
旧
蔵
書
の
中
に
は
オ
ル
ガ
ン
の
教
則
本
の
他
に
楽
譜
も
数
冊
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
教
則
本
は
妹
の
た
め
の
も
の
、
そ
れ
以
外
は
ず
っ
と
昔
に
必
要
が
あ
っ
た
最
低
限
の
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
音
楽
好
き
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
、
津
田
と
専
門
的
に
も
近
い
丸
山
真
男
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
の
ス
コ
ア
を
大
量
に
所
蔵
し
て
い
た
の
と
は
明
ら
か
に
志
向
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
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で
は
、
レ
コ
ー
ド
を
聴
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
。
筆
者
は
そ
の
有
無
の
情
報
を
持
た
な
い
が
、
や
は
り
栗
田
直
躬
が
、「
津
田
家
に
は
昔
か
ら
電
話
と
い
う
も
の
は
な
く
、
ラ
ジ
オ
も
テ
レ
ビ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
証
言
し
て
い
る
の
が
ひ
と
つ
の
答
え
か
も
し
れ
な
い
。六
津
田
左
右
吉
の
旧
蔵
書
は
現
在
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
で
「
津
田
文
庫
」
と
し
て
一
括
管
理
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
和
書
と
異
な
り
、
洋
書
は
「
津
田
左
右
吉
博
士
記
念
室
」
に
排
架
さ
れ
て
い
て
、
出
納
式
利
用
と
な
っ
て
お
り
、
通
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
津
田
文
庫
目
録
で
見
る
限
り
、
音
楽
関
係
の
洋
書
は
三
五
冊
ほ
ど
が
そ
こ
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
リ
ヒ
ャ
ル
ト
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
論
を
読
ん
だ
、
M
od
ern
m
u
sic
&
m
u
sicia
n
s
も
そ
の
中
に
現
存
し
て
お
り
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
章
に
書
き
込
み
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
て
、
「
音
楽
俗
話
」
を
書
く
に
際
し
て
は
、
日
本
の
文
献
も
多
用
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
状
況
か
ら
見
て
、
そ
れ
以
上
に
西
洋
由
来
の
知
識
が
用
い
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
今
回
旧
蔵
書
の
洋
書
の
一
部
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
丸
善
か
ら
購
入
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
書
き
込
み
や
線
引
き
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
津
田
は
お
そ
ら
く
、
H
ow
to
listen
to
m
u
sic
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
既
述
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
に
関
し
て
、
同
書
に
は
、
彼
が
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
事
項
が
見
ら
れ
る
。
バ
イ
ロ
イ
ト
一
八
七
六
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
フ
ィ
ル
、
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
、
シ
カ
ゴ
交
響
楽
団
の
四
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
器
編
成
が
比
較
対
照
さ
れ
て
表
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
津
田
は
そ
の
表
を
参
考
に
し
て
自
分
な
り
の
数
字
を
書
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
少
な
く
と
も
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
の
は
、
表
の
隣
の
欄
に
書
か
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
の
楽
器
編
成
が
第
一
第
二
バ
イ
オ
リ
ン
と
も
一
八
台
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
東
儀
は
こ
の
本
を
お
そ
ら
く
津
田
か
ら
借
り
て
、
正
確
に
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
調
の
性
格
に
つ
い
て
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
は
そ
れ
ら
し
い
記
述
が
な
い
。
ま
た
、
同
書
に
は
オ
ペ
ラ
ブ
ッ
フ
ァ
、
オ
ペ
ラ
セ
リ
ア
、
オ
ペ
ラ
セ
ミ
セ
リ
ア
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
津
田
が
説
明
し
た
よ
う
に
オ
ペ
ラ
セ
ミ
セ
リ
ア
を
オ
ペ
ラ
ブ
ッ
フ
ァ
と
対
比
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
オ
ペ
ラ
セ
ミ
セ
リ
ア
で
あ
る
「
ド
ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
を
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
身
は
オ
ペ
ラ
ブ
ッ
フ
ァ
と
呼
ん
だ
と
の
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
つ
い
て
書
い
た
回
の
「
音
楽
俗
話
」
で
は
、
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
と
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
の
あ
ら
す
じ
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
先
に
記
し
た
。
津
田
蔵
書
の
中
に
W
a
g
n
er
が
あ
り
、
同
書
で
は
そ
の
二
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
一
章
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
中
に
作
品
の
梗
概
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
音
楽
俗
話
」
に
書
か
れ
た
あ
ら
す
じ
と
の
間
に
明
確
な
類
似
は
見
ら
れ
な
い
。
津
田
左
右
吉
旧
蔵
書
を
網
羅
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
津
田
が
蔵
書
以
外
の
資
料
を
見
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
、
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
限
り
で
は
、
彼
が
「
音
楽
俗
話
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
何
か
一
冊
の
種
本
を
基
に
し
た
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
実
演
に
触
れ
、
専
門
の
研
究
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
に
、
内
外
の
関
係
文
献
を
渉
猟
し
、
そ
れ
ら
を
咀
嚼
し
た
う
え
で
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
こ
の
時
期
の
彼
は
音
楽
の
世
界
の
住
人
だ
っ
た
。
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注1
各
回
の
書
誌
事
項
は
次
の
と
お
り
。（
一
）「
管
絃
楽
の
組
織
」（『
を
ん
な
』
五
巻
八
号
、
明
治
三
八
年
八
月
）
、
（
二
）
「
歌
劇
」
（
同
五
巻
九
号
、
明
治
三
八
年
九
月
）
、
（
三
）
「
音
楽
の
感
情
的
要
素
」
（
同
五
巻
一
〇
号
、
明
治
三
八
年
一
〇
）
、
（
四
）
「
ワ
グ
ネ
ル
の
楽
劇
」（『
な
で
し
こ
』
六
巻
一
号
、
明
治
三
八
年
一
一
月
）、（
五
）「
純
正
器
楽
ア
ブ
ソ
リ
ユ
ウ
ト
ミ
ユ
ウ
ジ
ツ
ク」
（
同
六
巻
二
号
、
明
治
三
八
年
一
二
月
）
、
（
六
）
「
モ
ザ
ァ
ト
の
こ
と
」
（
同
六
巻
三
号
、
明
治
三
九
年
一
月
）、（
七
）「
舞
踏
の
曲
と
進
行
曲
」（
同
六
巻
七
号
、
明
治
三
九
年
五
月
）、（
八
）「
音
楽
の
形
式
と
其
の
表
情
」（
同
六
巻
八
号
、
明
治
三
九
年
六
月
）、
（
九
）「
風
琴
と
洋
琴
」（
同
六
巻
九
号
、
明
治
三
九
年
七
月
）、（
十
）「
家
庭
の
音
楽
」
（
同
六
巻
一
〇
号
、
明
治
三
九
年
八
月
）。
な
お
、
こ
の
文
章
は
ま
と
め
て
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
二
二
巻
（
岩
波
書
店
昭
和
四
〇
年
七
月
一
七
日
一
七
九
二
二
〇
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
以
下
同
全
集
を
「
全
集
」
と
略
す
）
。
本
稿
で
の
引
用
は
全
集
か
ら
行
う
。
2
「
津
田
左
右
吉
年
譜
」
全
集
補
巻
二
（
岩
波
書
店
一
九
八
九
年
一
〇
月
二
四
日
）
三
五
〇
三
五
一
頁
。
3
前
掲
全
集
二
二
巻
一
七
九
一
八
〇
頁
。
4
バ
イ
オ
リ
ン
を
第
一
と
第
二
の
二
部
に
分
け
る
が
、
作
曲
家
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
小
分
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
二
部
を
各
々
八
つ
に
分
け
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
っ
た
記
載
ま
で
あ
る
。
5
前
掲
全
集
二
二
巻
一
八
五
頁
。
6
現
在
一
般
的
に
は
、
オ
ペ
ラ
ブ
ッ
フ
ァ
と
オ
ペ
ラ
セ
リ
ア
を
対
比
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
7
前
掲
全
集
二
二
巻
二
〇
五
頁
。
8
明
治
三
〇
年
に
碧
潭
に
よ
っ
て
読
売
新
聞
に
書
か
れ
、
そ
れ
か
ら
抜
粋
し
た
と
い
う
「
モ
ザ
ー
ト
の
吊
歌
リ
イ
エ
ム
［
マ
マ
］」
（
『
音
楽
（
お
む
賀
く
）
』
七
五
号
明
治
三
〇
年
一
二
月
二
五
日
二
九
―
三
〇
頁
）
で
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
完
成
後
に
亡
く
な
っ
た
旨
の
記
述
が
あ
り
、
当
時
の
一
般
的
理
解
か
も
し
れ
な
い
。
9
前
掲
全
集
二
二
巻
二
一
三
頁
。
10
前
掲
全
集
二
二
巻
二
一
五
頁
。
11
前
掲
全
集
二
二
巻
二
二
〇
頁
。
12
『
独
協
七
十
年
史
』
昭
和
二
八
年
一
二
月
。
の
ち
全
集
二
四
巻
（
岩
波
書
店
昭
和
四
〇
年
九
月
一
七
日
）
に
収
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
。
13
前
掲
全
集
二
四
巻
八
七
頁
。
14
北
見
治
一
『
鉄
笛
と
春
曙
近
代
演
技
の
は
じ
ま
り
』
晶
文
社
一
九
七
八
年
五
月
三
〇
日
七
七
九
〇
頁
。
15
全
集
二
六
巻
（
岩
波
書
店
昭
和
四
〇
年
一
一
月
一
七
日
）
一
五
七
頁
、
二
四
四
頁
、
三
一
三
頁
、
三
八
一
頁
、
四
五
六
頁
。
16
東
儀
鉄
笛
『
音
楽
通
解
』
博
文
館
明
治
四
〇
年
八
月
三
一
日
。
17
現
在
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
津
田
文
庫
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
訂
正
の
書
き
こ
み
は
三
八
頁
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
が
、
同
館
の
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
閲
覧
で
き
る
。
h
ttp
://
k
in
d
a
i.n
d
l.g
o
.jp
/
in
fo
:n
d
ljp
/
p
id
/
854777
二
〇
一
二
年
九
月
一
七
日
最
終
確
認
。
18
前
掲
全
集
二
二
巻
二
〇
九
頁
。
19
東
儀
前
掲
書
一
五
五
頁
。
20
前
掲
全
集
二
二
巻
一
八
二
頁
。
21
東
儀
前
掲
書
八
〇
頁
。
22
『
ニ
ュ
ー
グ
ロ
ー
ヴ
世
界
音
楽
大
事
典
』
三
巻
講
談
社
一
九
九
四
年
一
〇
月
一
日
三
八
二
頁
。
23
い
ち
い
ち
注
記
し
な
い
が
、
明
治
三
二
年
分
は
全
集
二
五
巻
（
岩
波
書
店
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
一
八
日
）、
他
は
す
べ
て
全
集
二
六
巻
に
よ
る
。
24
操
は
津
田
の
先
妻
。
栗
田
直
躬
「
思
い
出
」
（
六
）
、
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
二
七
巻
（
第
二
次
）
月
報
（
一
九
八
八
年
一
一
月
）
一
二
頁
を
参
照
。
25
「
学
究
生
活
五
十
年
」『
思
想
』
昭
和
二
六
年
一
月
の
ち
前
掲
全
集
二
四
巻
に
収
録
。
後
者
の
九
六
頁
か
ら
引
用
。
26
『
音
楽
大
事
典
』
二
巻
平
凡
社
一
九
八
二
年
一
月
二
日
六
四
二
頁
、「
管
弦
楽
」
の
項
、
執
筆
は
金
子
篤
夫
。
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
演
奏
会
』
第
一
巻
音
楽
之
友
社
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
〇
日
六
一
頁
。
な
お
、
『
音
楽
（
お
む
賀
く
）
』
七
四
号
四
三
頁
に
、
「
其
目
的
は
善
良
な
る
音
楽
を
演
奏
し
相
共
に
高
尚
な
る
快
楽
を
計
る
に
あ
り
て
」
、
こ
の
音
楽
会
が
挙
行
さ
れ
る
見
込
み
と
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な
り
、
会
員
を
名
誉
特
別
通
常
の
三
種
に
分
か
つ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
27
三
浦
俊
三
郎
『
本
邦
洋
楽
変
遷
史
』
日
東
書
院
昭
和
六
年
一
〇
月
五
日
四
三
一
頁
。
28
ナ
ク
ソ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
で
検
索
。
h
ttp
://
sw
u
.m
l.n
a
x
o
s.jp
/
a
lb
u
m
/
D
D
A
27802
二
〇
一
二
年
九
月
一
七
日
最
終
確
認
。
29
h
ttp
://
sw
u
.m
l.n
a
x
o
s.jp
/
a
lb
u
m
/
A
u
d
ite97.686
二
〇
一
二
年
九
月
一
七
日
最
終
確
認
。
30
井
上
和
男
編
著
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
作
品
名
辞
典
』
三
省
堂
一
九
八
一
年
一
一
月
二
〇
日
七
頁
。
31
h
ttp
://
in
g
eb
.o
rg
/
L
ied
er/
sa
ch
tew
i.h
tm
l
二
〇
一
二
年
九
月
一
七
日
最
終
確
認
。
32
『
ニ
ュ
ー
グ
ロ
ー
ヴ
世
界
音
楽
大
事
典
』
一
〇
巻
講
談
社
一
九
九
四
年
一
〇
月
一
日
三
二
三
三
二
四
頁
。
33
前
掲
全
集
二
六
巻
二
一
五
二
一
六
頁
。
34
三
浦
俊
三
郎
前
掲
『
本
邦
洋
楽
変
遷
史
』
四
三
七
四
三
八
頁
。
35
前
掲
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
作
品
名
辞
典
』
六
四
五
六
四
六
頁
。
36
h
ttp
://
sw
u
.m
l.n
a
x
o
s.jp
/
a
lb
u
m
/
A
u
d
ite97
.686
二
〇
一
二
年
九
月
一
七
日
最
終
確
認
。
37
前
掲
全
集
二
六
巻
三
〇
六
頁
。
38
前
掲
全
集
二
六
巻
四
〇
六
四
〇
七
頁
。
39
正
宗
白
鳥
「
明
治
音
楽
会
所
感
」
『
読
売
新
聞
』
明
治
三
六
年
九
月
二
九
日
。
の
ち
『
正
宗
白
鳥
全
集
』
二
四
巻
福
武
書
店
一
九
八
六
年
七
月
三
一
日
。
引
用
は
後
者
二
九
頁
。
40
前
掲
全
集
二
六
巻
四
二
一
頁
。
41
『
寺
田
寅
彦
全
集
文
学
』
一
一
巻
岩
波
書
店
昭
和
一
二
年
二
月
七
日
二
八
六
頁
。
42
前
掲
全
集
二
二
巻
一
九
九
頁
。
43
安
藤
弘
「
歌
劇
『
ロ
ー
ヘ
ン
グ
リ
ン
』
梗
概
」
『
音
楽
新
報
』
二
巻
七
号
明
治
三
八
年
九
月
一
日
一
八
二
一
頁
。
44
森
づ
か
「
音
楽
階
梯
」（
一
）
（三
）『
を
ん
な
』
三
巻
一
号
三
巻
六
号
明
治
三
六
年
一
月
一
五
日
明
治
三
六
年
六
月
一
五
日
の
（
三
）「
を
三
五
頁
」。
45
東
儀
季
治
「
音
楽
楽
譜

第
十
回
十
四
調
子
」
『
女
学
講
義
』
第
三
回
後
期
第
二
三
巻
明
治
三
六
年
九
月
二
五
日
一
八
三
一
九
六
頁
。
46
前
掲
全
集
二
二
巻
一
九
六
頁
。
47
小
林
典
子
「「
西
楽
論
争
」
森
外
と
上
田
敏
の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
論
」『
比
較
文
学
研
究
』
四
四
号
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
〇
日
八
三
頁
。
48
中
村
洪
介
『
西
洋
の
音
、
日
本
の
耳
近
代
日
本
文
学
と
西
洋
音
楽
』
春
秋
社
一
九
八
七
年
四
月
二
〇
日
四
七
七
頁
に
も
、
明
治
三
〇
年
代
後
半
の
こ
と
に
な
る
が
、
「
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
場
合
は
、
海
外
で
こ
れ
を
体
験
し
た
少
数
の
人
々
を
除
き
、
国
内
に
於
て
そ
の
作
品
の
完
全
な
上
演
に
接
す
る
こ
と
な
ど
望
む
べ
く
も
な
く
、
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
や
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」、
或
は
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
」
の
極
く
一
部
だ
け
を
頼
り
に
、
一
斑
を
以
て
全
豹
を
卜
す
る
式
の
、
然
し
大
い
に
熱
っ
ぽ
い
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
論
者
を
輩
出
せ
し
め
た
。
近
代
化
を
急
ぐ
日
本
の
文
壇
に
と
っ
て
「
思
想
家
」
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
が
論
ず
る
に
恰
好
の
人
物
で
あ
っ
た
事
、
ま
た
仮
令
音
楽
を
充
分
聴
か
ず
専
ら
活
字
に
拠
っ
て
も
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
「
思
想
」
は
論
じ
ら
れ
た
事
、
こ
れ
が
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
聴
か
ず
の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
論
者
を
多
数
生
み
出
す
と
い
う
特
異
現
象
の
因
っ
て
来
る
所
以
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
49
大
島
義
修
「
家
庭
と
音
楽
」『
を
ん
な
』
三
巻
七
号
明
治
三
六
年
七
月
一
五
日
「
を
一

九
頁
」。
50
津
田
つ
ね
「
思
ひ
出
い
ろ

」、
全
集
別
巻
五
付
録
（
岩
波
書
店
昭
和
四
一
年
六
月
）
一
一
頁
。
51
前
掲
全
集
二
五
巻
二
六
四
頁
。
52
前
掲
全
集
二
六
巻
三
五
九
三
六
〇
頁
。
53
前
掲
全
集
二
六
巻
三
七
六
頁
。
54
前
掲
全
集
二
六
巻
一
五
三
一
五
四
頁
。
55
「
交
響
楽
天
地
開
闢
」
（
津
田
博
士
の
ノ
ー
ト
よ
り
）
全
集
一
一
巻
付
録
（
岩
波
書
店
昭
和
三
九
年
八
月
）
三
四
頁
。
56
前
掲
全
集
二
六
巻
四
四
九
頁
。
57
家
永
三
郎
「
津
田
左
右
吉
博
士
に
面
謁
す
る
の
記
（
続
）」『
津
田
左
右
吉
全
集
』
二
六
巻
（
第
二
次
）
月
報
（
一
九
八
八
年
一
〇
月
）
五
頁
。
58
栗
田
直
躬
前
掲
「
思
い
出
」（
六
）
一
〇
頁
。
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59
目
に
つ
い
た
も
の
を
記
す
と
、
津
田
自
身
が
論
じ
た
こ
と
の
あ
る
、
坪
内
逍
遙
作
歌
東
儀
鉄
笛
作
曲
『
常
闇
』
修
文
館
明
治
三
九
年
一
〇
月
二
五
日
再
版
、
開
成
館
音
楽
課
編
纂
『
教
科
適
用
進
行
曲
粋
』
明
治
三
七
年
一
二
月
九
日
訂
正
再
版
、
近
藤
逸
五
郎
著
『
独
唱
名
曲
集
』
如
山
堂
書
店
明
治
四
〇
年
六
月
一
五
日
、『
英
語
唱
歌
愛
吟
集
』
第
一
編
太
平
洋
館
明
治
三
六
年
二
月
三
日
。
60
前
掲
栗
田
直
躬
「
思
い
出
」（
六
）
一
一
頁
。
61
S
trea
tfeild
,
R
.
A
.
M
od
ern
m
u
sic
a
n
d
m
u
sicia
n
s.
L
o
n
d
o
n
,
M
eth
u
en
,
1906.
62
K
reh
b
iel,
H
en
ry
E
d
w
a
rd
.
H
ow
to
listen
to
m
u
sic:
h
in
ts
a
n
d
su
g
g
estion
s
to
u
n
ta
u
g
h
t
lov
ers
of
th
e
a
rt.
L
o
n
d
o
n
,
J
o
h
n
M
u
rra
y
,
1902.
な
お
、
N
ew
Y
o
rk
,
S
crib
n
er
か
ら
刊
行
さ
れ
た
七
版
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
で
見
ら
れ
る
。
h
ttp
://
w
w
w
.g
u
ten
b
erg
.o
rg
/
files/
17474/
17474-h
/
17474-h
.h
tm
二
〇
一
二
年
九
月
二
五
日
最
終
確
認
。
こ
の
デ
ー
タ
の
版
面
は
原
本
と
は
異
な
る
が
、
内
容

頁
数
な
ど
は
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
。
63
同
書
八
一
八
二
頁
。
64
L
id
g
ey
,
C
h
a
rles
A
.
W
a
g
n
er.
L
o
n
d
o
n
,
J
.
M
.
D
en
t,
1907.
65
他
に
も
「
さ
ま
よ
え
る
オ
ラ
ン
ダ
人
」、「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
」、「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」、「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ク
の
指
環
」、「
パ
ル
シ
フ
ァ
ル
」
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
章
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
＊
文
献
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、
人
名
以
外
の
旧
字
は
概
ね
新
字
に
改
め
た
。
（
な
か
に
し
ゆ
た
か
文
化
創
造
学
科
）
―55―
